
リハビリテーション学科の方向性について 資料３

養成所名 学科等 定員 所在地

大学
（公立）

県立保健福祉大学
保健福祉学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻 20人
〒238-8522
横須賀市平成町1-10-1

作業療法学専攻 20人

大学
（私立）

北里大学
医療衛生学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻 45人
〒252-0373
相模原市南区北里1-15-1

作業療法学専攻 40人

昭和大学
保健医療学部

理学療法学科 30人
〒226-8555
横浜市緑区十日市場町1865

作業療法学科 30人

国際医療福祉大学
小田原保健医療学部

理学療法学科 80人
〒250-8588
小田原市城山1-2-25

作業療法学科 40人

湘南医療大学
保健医療学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻 40人
〒244-0806
横浜市戸塚区上品濃16-48

作業療法学専攻 40人

（参考）
専門学校
（私立）
※4年制

横浜リハビリテーション
専門学校

理学療法学科 80人 〒244-0801
横浜市戸塚区品濃町550-1

作業療法学科 40人

茅ケ崎リハビリテーション
専門学校

理学療法学科 70人
〒253-0061
茅ケ崎市南湖1-6-11作業療法学科 30人

出所：神奈川県HP：理学療法士・作業療法士養成施設一覧（https://www.pref.kanagawa.jp/docs/t3u/faq/p34102.html）

●県内理学療法士・作業療法士養成施設一覧
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（参考）県内の理学療法士・作業療法士養成施設の立地状況

出典：国土地理院

北里大学
昭和大学

湘南医療大学

国際医療福祉大学

神奈川県立
保健福祉大学

横須賀市立
うわまち病院

横浜リハビリテーション
専門学校

茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校
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リハビリテーション学科の方向性について
●県内学校の入学状況（理学療法士）

資料３

全体的に受験者、倍率が減少傾向

大学（4校） 専門学校（2校）

R4 R5 R6

定員 150 150 150

受験者 305 235 195

合格者 164 153 151

倍率 1.9 1.5 1.3
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・神奈川県立保健福祉大学
・北里大学
・国際医療福祉大学
・湘南医療大学

・茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
・横浜リハビリテーション専門学校
※入学者情報については一部掲載がないため割愛

R3 R4 R5 R6

定員 185 185 185 185

受験者 1013 952 847 740

合格者 322 314 319 307

入学者 195 198 197 195

倍率 3.1 3.0 2.7 2.4
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出所：各学校ＨＰ掲載情報より作成

※昭和大学は令和5年度よりリハビリテーション学科で統合され、
理学・作業療法士別の入学者情報の掲載がないため割愛



リハビリテーション学科の方向性について
●県内学校の入学状況（作業療法士）

資料３

全体的に受験者、倍率が減少傾向にあり、かつ受験倍率も1倍台で推移

大学（4校） 専門学校（2校）

・神奈川県立保健福祉大学
・北里大学
・国際医療福祉大学
・湘南医療大学

・茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
・横浜リハビリテーション専門学校

※入学者情報については一部掲載がないため割愛

R3 R4 R5 R6

定員 140 140 140 140

受験者 357 279 253 277

合格者 242 195 199 208

倍率 1.48 1.43 1.27 1.33

入学者 144 142 143 142
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R4 R5 R6
定員 70 70 70

受験者 96 79 77

合格者 70 66 53

倍率 1.37 1.20 1.45
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※昭和大学は令和5年度よりリハビリテーション学科で統合され、
理学・作業療法士別の入学者情報の掲載がないため割愛

出所：各学校ＨＰ掲載情報より作成



リハビリテーション学科の方向性について
●県内学校の入学状況（言語聴覚士）
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大学（北里大学） 専門学校（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校）

R3 R4 R5 R6

定員 35 35 35 35

受験者 36 45 37 33

合格者 32 40 34 32

入学者 28 35 27 31

倍率 1.1 1.1 1.1 1.0
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R2 R3 R4 R5 R6

定員 30 30 30 30 30

受験者 66 74 37 51 94

合格者 42 46 37 44 33

入学者 32 31 30 30 33

倍率 1.6 1.6 1.0 1.2 2.8
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・令和6年度の倍率を除き、倍率は1倍程度で推移している。
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1倍台推移1倍台推移

※R6年度除く

出所：各学校ＨＰ掲載情報等より作成



リハビリテーション学科の方向性について

●近年のリハビリテーション学科 募集停止事例

少子化等による学生数の減少により募集停止か姉妹校等へ事業継承

資料３
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施設名 所在地 停止学科 停止時期 理由

北海道千歳リハビリテーション学院 北海道 作業・理学療法士 令和元年以降 大学へ機能移転

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 神奈川 作業療法士 令和7年以降 学生数減少により姉妹校
（大学）に継承

彰栄リハビリテーション専門学校 東京 作業療法士 令和7年以降 学生数減少のため

東京リハビリテーション専門学校 東京 理学療法士 平成30年以降 生徒数減少により存続
困難のため2021年廃校

出所：各学校ＨＰより作成
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厚生労働省における需給分析（理学・作業療法士）

出典：厚生労働省 医療従事者の需給に関する検討会
理学療法士・作業療法士需給分科会（第３回）

理学療法士・作業療法士は、2026年以降、供給が需要を上回る推計

リハビリテーション学科の方向性について

需要を最も高く見込んだケースでも
供給過多が予測
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近年の養成数急増により平均年齢が若く、
2040年ごろまで定年退職者が少ない

残業0時間/年、休暇20日取得

残業360時間/年、休暇5日取得
残業720時間/年、休暇5日取得

人口減少により需要の増加は鈍化



資料３

厚生労働省における需給分析（理学・作業療法士）

出典：厚生労働省 医療従事者の需給に関する検討会
理学療法士・作業療法士需給分科会（第１回）

リハビリテーション学科の方向性について
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資料３

厚生労働省における需給分析（理学・作業療法士）

出典：厚生労働省 医療従事者の需給に関する検討会
理学療法士・作業療法士需給分科会（第１回）

リハビリテーション学科の方向性について
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リハビリテーション学科の方向性について

リハビリテーション学科設置について（まとめ）

・大学設置に関する基本的考え方（骨子）では、養成施設数の

少なさや、人口10万人あたりの療法士の少なさから学科の設置を

検討していた。

・第1回検討委員会を踏まえ、再検討を進めた結果、近隣養成学校の
受験動向や、社会的な需給動向などから、将来的に学生の定数確保
が困難であることが推察された。
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新設大学での養成（学科設置）は見送る
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